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文化女子短期大学として1950年に
スタートし､ 半世紀をこえる歴史と
伝統をもとに､ 服装学・生活造形学
のパイオニアとして独自の教育理念
を培ってきました｡ 1991年には文学
部国際文化学科と英語英文学科を設
置し､ さらに2000年､ 同学部に健康
心理学科を設置するなど着実に学び
のフィールドを広げてきました｡ ま
たこの年､ 家政学部は服装学部と造
形学部の２学部となり､ 現在では現
代文化学部､ 短期大学部とともに日
本の服装学・造形学・住環境学分野
の研究・発展をリードし､ 社会のグ
ローバリゼーションに対応できる人
材を育成しています｡
2011年に ｢文化学園大学｣ と校名
変更､ 2012年に全学部学科で男女共
学の教育がスタート､ そして2015年
より全学部学科を新宿新都心へ集結
し､ さらなる未来へと大きく歩みを
進めています｡����������

本学は創立以
来､ ｢新しい美と
文化の創造｣ を
建学の精神とし
て､ 常に時代を
リードする独自
の教育を行って
まいりました｡
その伝統をふま
えつつ､ 2011年
に ｢文化学園大

学｣ に校名を変更し､ 翌2012年には
全学部で男女共学をスタートさせ､
2016年３月に初めての男子学生を社
会へと送り出すことができました｡
そして､ 2014年に発足させた､ 海外
インターンシップを行う ｢ファッショ
ン社会学科グローバルファッション
マネジメントコース｣ からも初めて
の卒業生を輩出し､ また､ 大学院
｢グローバルファッション専修｣ で
は2016年９月よりパリの国立高等装
飾美術学校 (ENSAD) との間でダ
ブルディグリープログラムを開始す
るなど､ 世界水準の特色ある教育の
展開をさらに推進しています｡
文化学園大学は､ これからもグロー
バリゼーション (国際化)､ イノベー
ション (技術革新)､ クリエーショ
ン (創造) を教育の柱とし､ 専門的

職業教育の一層の質的向上をめざし
て､ 実践的な教育内容の強化を図り､
世界水準の教育を行う特色ある大学
として､ 社会に貢献したいと考えて
います｡�������
■服装学部
ファッションクリエイション学科
ファッションを ｢創る｣ クリエイ
ション分野のファッションクリエイ
ション学科｡ 多様化するファッショ
ン業界で活躍するために学生の個性
に合わせた ｢学びの領域３フィール
ド｣ を横断的に学べる新カリキュラ
ムで自分らしいファッション表現を
めざします｡ また､ 教養と専門の双
方において高水準な教育を行います｡

■服装学部
ファッション社会学科
ファッションを ｢考える｣ 社会学
分野のファッション社会学科｡ ファッ
ションを取り巻く､ 商品・ビジネス
・人間・社会・グローバル・文化・
歴史の７つの領域を横断的に学びま
す｡ 個々の興味に合わせた新カリキ
ュラムでこれからのファッションを
提案できる力と自分で考え行動する
力を身につけます｡

■造形学部
デザイン・造形学科
平面や立体､ 編集や映像など､ さ
まざまな表現形式があるデザインと
造形の知識や技術を基礎から学びま
す｡ メディアや映像､ グラフィック
やプロダクト､ ジュエリーなどの専
攻に分かれ､ 各分野で基礎から応用
までを深く学び､ 生活を豊かにする
デザインを提案します｡ 企業との共
同プロジェクトも多く､ 実践的な課
題が豊富なのも特長です｡

■造形学部
建築・インテリア学科
日本初のインテリアデザイン専門
のコースを持つ学科です｡ ｢心地よ
い空間とは何か｣ を考え､ 図面や模
型､ パースなど工学的な知識や技術
の習得はもちろん､ 生活者の視点で
その場に集う人たちの幸せを考えら
れる柔軟な感性や発想力も養います｡
企業や地域と連携して取組む授業が
多いのも特長です｡

■現代文化学部
国際文化・観光学科
航空会社や旅行会社､ ホテルやブ
ライダルなど､ 観光・ホスピタリティ
産業を支える知識､ 語学力､ 国際文
化への理解を養います｡ ２年次から
参加するインターンシップや､ 外国
人旅行者向けのツアーを企業と連携
し企画するなどの実践教育を通して､
本物のおもてなしを身につけます｡

■現代文化学部
国際ファッション文化学科
ファッション界での活躍はもちろ
ん､ 世界で活躍するクリエイターを
めざし､ ファッションと英会話を基
礎から学びます｡ ファッションショー
の海外公演やアメリカやイギリスで
ファッションを学ぶ海外留学制度も
多くの実績があり､ 技術と語学力の
両方を習得します｡ 特に４年次の卒
業イベントは､ 他大学とコラボレー
ションし､ ファッションショーとパ
フォーミングアーツを融合させた独
自の舞台をつくり上げます｡

■現代文化学部
応用健康心理学科
服やメイクが与える効果について
学ぶファッション心理や心と行動の
繋がりを研究する健康心理学などを
学び､ コミュニケーション力とカウ
ンセリング技術を生かした将来をめ
ざします｡

����������������������
学長 大沼 淳

( 旧 校 名 ： 文 化 女 子 大 学 )

所在地 〒151 8523 東京都渋谷区代々木 3－22－1
TEL 03 (3299) 2311
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入試種別 対象学部学科 出願期間 試験日 合否発表日 手続締切日

Ａ＆Ａ入試 服装学部 ファッションクリエイション学科
現代文化学部 国際ファッション文化学科８月１日(火)～９月１日(金)

９月９日(土)
※プレゼンテーション･面談

９月15日(金)９月28日(木)

ＡＯ入試１期 全学部学科 ８月１日(火)～９月１日(金) ９月９日(土)
※プレゼンテーション･面談

９月15日(金)９月28日(木)

ＡＯ入試２期 全学部学科 10月10日(火)～20日(金) 10月28日(土)
※プレゼンテーション･面談

11月２日(木)11月20日(月)

推薦入試
(一般公募・卒業生子女) 全学部学科 11月１日(水)～10日(金) 11月18日(土) 11月24日(金)12月６日(水)

一般入試Ａ日程 全学部学科 １月５日(金)～24日(水) ２月１日(木) ２月９日(金)２月28日(水)
一般入試Ｂ日程 全学部学科 １月25日(木)～２月14日(水) ２月20日(火) ２月27日(火)３月12日(月)

センター試験利用入試Ⅰ期 全学部学科 １月５日(金)～12日(金) 本学独自の試験はなし ２月９日(金)２月28日(水)
センター試験利用入試Ⅱ期 全学部学科 １月15日(月)～２月15日(木) 本学独自の試験はなし ２月27日(火)３月12日(月)

３月期入試
(ＡＯ型･センタープラス型) 全学部学科 ２月13日(火)～３月１日(木) ３月６日(火)

※プレゼンテーション･面談
３月９日(金)３月15日(木)

※センター試験利用入試は2018年１月13日(土)・14日(日)の大学入試センター試験の成績によって合否を判定｡������
各入試において､ 成績優秀で､ ほかの学生の模範となる学生と認められる者を対象に ｢特待生制度｣ を設けています｡

名 称 対 象 決定方法 採用人数 免除金額����
Ａ&Ａ入試

下記学科対象のＡ＆Ａ入試利用において､ 成果
の内容や感性､ 能力に優れ､ ほかの学生の模範
となり､ リーダー的役割を期待される学生とみ
なされる者｡
服装学部 ファッションクリエイション学科
現代文化学部 国際ファッション文化学科

合格者の中から､ 受
験結果と高等学校の
成績を総合的に判定
して特待生合格者を
決定します｡

各学科
若干名

年間授業料半額を免除

２年次以降については､
前年度の成績に基づいて
年間授業料を半額免除と
します｡ (※)

クリエイティブ
スカラシップ
(ＡＯ入試１期)

下記学科における､ ＡＯ入試１期利用において､
本学を第一志望として入学を志し､ 優秀でほか
の学生の模範となる学生と認められる者｡
服装学部 ファッションクリエイション学科
造形学部 デザイン･造形学科／建築･インテリア学科
現代文化学部 国際ファッション文化学科
短期大学部 ファッション学科

合格者の中から､ 受
験結果と高等学校の
成績を総合的に判定
して候補者を選出｡
その後､ 本人の意志
を確認し決定します｡

各学科
若干名

入学金半額を免除

２年次以降については､
前年度の成績に基づいて
年間授業料を半額免除と
します｡ (※)

一般入試Ａ日程
・

センター試験
利用入試Ⅰ期

一般入試Ａ日程､ またはセンター試験利用入試
Ⅰ期において成績優秀で､ ほかの学生の模範と
なる学生と認められる者｡

合格者の中から､ 受
験結果と高等学校の
成績を総合的に判定
して候補者を選出｡
その後､ 面接を通し
て本人の意志を確認
し決定します｡

各学科
若干名

年間授業料半額を免除

２年次以降については､
前年度の成績に基づいて
年間授業料を半額免除と
します｡ (※)

外国人留学生入試１期
外国人留学生入試１期利用において､ 本学を第
一志望として入学を志し､ 成績優秀で､ 日本語
能力試験 (直近５年間) Ｎ１を保有する者｡

合格者の中から､ 受
験結果と出願書類結
果を総合的に判定し
て候補者を選出｡ そ
の後､ 本人の意志を
確認し決定します｡

該当者
全員

入学金半額を免除

２年次以降については､
前年度の成績に基づいて
年間授業料を半額免除と
します｡ (※)

※適用期間は入学年度から､ 学部は連続して４年間､ 短期大学部は連続して２年間を限度とします｡

大学ホームページ：http://bwu.bunka.ac.jp/

http://bwu.bunka.ac.jp/
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